


問l 下記の文を読んで、次の各設問に答えなさい。（注：法律の専門的知識を問うもので
はありません。）（配点50点）

（設問 1)

筆者が主張する「一国平和主義」とはどのような主義でしょうか、また筆者は、この考
えに基づき、日本はどのようにしていくのがよいと考えているのでしょうか、筆者の主
張を 2 4 0 字以内で説明しなさい。 (2 4 点）

（設問 2)

筆者が述べる「庶民の真のリアリズム」 の内容及び理由について説明するとともに、
筆者の見解に対するあなたの考えを、併せて2 6 0 字以内で述べなさい。 (2 6 点）

著作権法により公開していません

〔問Iの文〕

出典：中山治『誇りを持って戦争から逃げろ！』（筑摩書房、2006年）22頁~28頁、136 か

ら137頁、205頁~209頁、221頁~231頁

＊出題に際して、見出し及び文章の一部を省略し、漢数字を算用数字に変えている箇所が

ある。 文章を省略した箇所は、〈中略〉と表示している。



問II 下記の文を読んで、次の各設問に答えなさい。（注：法律の専門的知識を問うもので
はありません。）（配点50 点）

（設問1)
規律訓練型権力と菅理型権力それぞれに向きあう人々の感情とそのはたらきについて、

250 字以内で説明しなさい。 (2 0 点）

（設問2)
高度情報社会における〈私〉について、 著者の見解を 3 0 0 字以内で請じなさい。

(3 0点）

著作権法により公開していません

〔問1Iの文〕

出典：大澤真幸『生権力の思想ー事件から読み解く現代社会の転換』（筑摩書房、2013年） 

149頁~170頁 

（出題者注1)

パノプティコンとは、中央に監視塔を置き、その周囲にいくつもの独房を円形または半円形

上に配置した監獄を指す。各独房には、監視塔へと向けられた窓が穿たれ、外からの光によ

って、独房の囚人が、監視塔にいる監視員からよく見える一方で、 囚人から監視塔の中は暗

くて見ることができない。

（出題者注2)

出題に際して、見出し及び文章の一 部を省略し、漢数字を算用数字に変えている箇所がある。

文章を省略した箇所は、〈中略〉と表示している。




